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第 1 表
無給餌下のコクグ?に劃する DDTの影響
住!sE DDT慮理後の日I'U:死鐙率 C%)‘ . 1 "2 3 4 5 6 7 8 9 10 
1 50 。2 12 38 58 '84 9S 98 100 
D o 10 36 60 92 '1口o1CO 100 D 雄 関 。
T 針 100 。1 1 37 59 88 98 99 100 
T 画監 日
。2 36 70 96 98 1∞1∞100 
A 雄 回 。o 18 田 82 部 98 98 10Q 
L 
C 計 100 。1 't:l s4 89 97 99 叩 1∞.
。1 60 。。。。10 18 30 46 58 66 。
雄 国 。。4 6 6 8 20 32 T38 62 
N 
T 針 1∞ 。0・2 3 8 ]3・25 39 48 14 





区 賓〈時量} 笹 供~ I投
7日一D一書D置一と一T死寸一掻慮一率穫一後c，一4の一7 
30 45 
明 雌 50 48 76 
D 10 雄 50 34 80 
計 100 41. 78 
D 
50 画量 回 1凶 100 
T 50' 雄 50 80 1∞ 
計 1CO 90 100 
10 雌 50 24 38 
T 10 雄 50 12 26 ， 
A 針 100 18 3z 
，L 50 雌 50 88 92 
C 田 雄 50 100 100 
置f 100 94 96 
































匪|陛 iヨI1 2 3 4 
?? 10 88 96 100 
26 92・1∞
18 90 98 100 
??? 回 1270901∞
・6 旬 941凶
4 60 92 1∞ 
cl 雌 160 1 0 ~ 10 4B 71 86 96 100 
131雄 l31048初回竺こ








I c'!¥I佐 iglph鵬 301匹 く書m官主g主) 供抗議 自の死飴率c%)
10 態 前 1∞ D 
10 縫 回 100 
計 100 100 
D 
60 践 回 1∞ 
50 雄 Eぬ 100 
T 
計. 1∞ lCO 
10 臨 50 44 
T 
10 50 78 雄，
A 計 100 61 
L 即 雌 50 100 
50 簸 50 1叩α 
1∞ 1∞ 言T
0・ 一 能 60 40 。
一 雄 50 朗N 














纏 議 時 開
-殴
。〈島理直後)2 5 20 
D 1).T 1'764 1446 1234 846 
TALC 1898 )551 1443 袋rT
CONT 2398 l631 1484 1104 








酸 20∞ト ¥ ・ーー T&t
禁
I I ， J I← l_l.._..:t. 
o 2 4 6・1013 14 '16 18 20 
鱈遜時間
3結 論 DDTのコクゾク、:J:Jクゾウ
に劃する殺晶効果は賓験の範囲内では Talc皐
用の場合さあまり大差玖示されたい。併し徴量
施用の場合には Ta1cに比しτ幾分高い殺晶カ
を示すようであるb こうした殺晶カの弱さは
DDT庫理後に於けるコクゾクの酸素消粍量の
消長曲線からも額ける所である.
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